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中
国
の
武
漢
市
で
発
生
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
は
、
感
染
者
が
道
内
で
も
確
認
さ
れ

て
お
り
予
断
を
許
さ
な
い
。
町
民
の
危

機
感
や
不
安
も
高
ま
っ
て
お
り
、
次
の

点
を
伺
う
。

(1)
道
内
の
ウ
イ
ル
ス
検
査
体
制
お
よ
び

管
内
の
医
療
機
関
の
受
入
態
勢
は
。

(2)
町
の
初
動
体
制
、
対
応
、
感
染
予
防
、

品
薄
の
マ
ス
ク
や
消
毒
液
な
ど
衛
生
用

品
の
備
蓄
は
。

(3)
町
内
経
済
、
観
光
や
宿
泊
業
な
ど
へ

の
影
響
と
対
策
は
。

(4)
酪
農
業
な
ど
外
国
人
技
能
実
習
生
へ

の
影
響
と
対
策
は
。

(1)
道
内
の
検
査
体
制
は
、
現

在
、
北
海
道
立
衛
生
研
究
所
の
ほ
か
、

札
幌
市
、
函
館
市
、
旭
川
市
、
北
見
市

お
よ
び
小
樽
市
の
保
健
所
等
で
も
検
査

可
能
だ
が
、
北
海
道
立
衛
生
研
究
所
を

除
く
５
か
所
は
、
原
則
そ
れ
ぞ
れ
地
域

内
の
市
民
の
み
の
対
応
と
な
っ
て
い

る
。
十
勝
管
内
の
住
民
は
、
北
海
道
立

衛
生
研
究
所
で
検
査
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
。

　

医
療
機
関
の
受
入
れ
態
勢
は
、
帯
広

保
健
所
内
の
「
帰
国
者
・
接
触
者
相
談

セ
ン
タ
ー
」
に
相
談
し
、
同
感
染
症
の

疑
い
が
強
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

圏
域
ご
と
に
北
海
道
が
設
置
す
る
「
帰

国
者
・
接
触
者
外
来
」
を
受
診
す
る
。

現
時
点
で
の
管
内
の
受
け
入
れ
ら
れ
る

入
院
病
床
は
24
床
あ
る
。

(2)
町
長
を
本
部
長
と
す
る
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
を
設

置
し
、
町
内
で
の
発
生
に
備
え
、
総
括

班
、
医
療
・
保
健
班
お
よ
び
経
済
・
消

毒
班
の
三
班
体
制
に
よ
る
業
務
分
担
を

再
確
認
し
た
。
感
染
予
防
で
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
た
注
意
喚
起
と

と
も
に
、
主
要
な
施
設
に
は
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
液
を
配
備
し
て
い
る
。
ま
た
、

町
主
催
行
事
の
中
止
、
延
期
な
ど
の
対

策
を
講
じ
て
い
る
。
衛
生
用
品
の
備
蓄

で
は
、
マ
ス
ク
は
約
６
４
０
０
枚
、
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
液
は
約
21
Ｌ
を
備
蓄
し

て
お
り
、
今
後
に
備
え
業
者
に
対
し
て

追
加
発
注
し
て
い
る
。

(3)
商
工
会
と
観
光
物
産
協
会
に
加
盟
す

る
３
８
０
社
に
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
影

響
調
査
を
実
施
し
、
回
答
率
は
37
・
１

％
、
９
割
近
く
が
企
業
活
動
に
影
響
が

及
ぶ
と
の
回
答
だ
っ
た
。
催
事
の
中
止

や
外
出
等
の
自
粛
が
地
域
経
済
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
商
工
会
や

観
光
物
産
協
会
、
金
融
機
関
と
連
携
し
、

企
業
の
経
営
安
定
の
支
援
に
努
め
た
い
。

(4)
本
町
に
滞
在
す
る
外
国
人
技
能
実
習

生
は
、
本
年
２
月
末
現
在
で
79
名
、
こ

の
う
ち
農
業
従
事
者
が
58
名
、
中
国
人

は
26
名
で
全
て
酪
農
に
従
事
し
て
い

る
。
中
国
か
ら
の
受
入
れ
が
で
き
な
い

状
況
が
長
期
化
す
る
な
ど
の
場
合
は
、

送
出
し
国
の
変
更
や
農
福
連
携
な
ど
、

そ
の
他
の
労
働
力
確
保
の
対
策
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

町
税
や
使
用
料
等
の
支
払
方

法
に
ス
マ
ホ
決
済
を
導
入
す

る
自
治
体
が
増
え
、
本
町
で
も
４
月
か

ら
導
入
さ
れ
る
。
次
の
点
を
伺
う
。

(1)
町
税
や
使
用
料
等
、
ど
の
範
囲
ま
で

を
導
入
予
定
か
。
導
入
後
の
手
数
料
な

ど
町
の
負
担
は
。

(2)
大
型
ご
み
を
ス
マ
ホ
決
済
で
完
結
で

き
る
自
治
体
も
あ
り
、
機
能
の
広
が
り

に
つ
い
て
見
解
は
。

(3)
導
入
の
リ
ス
ク
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

(1)
「
ス
マ
ホ
決
済
」
は
納
付

書
印
刷
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
読
み
取
り
支
払
で
き
る
。
町
税

は
す
べ
て
の
税
目
、
保
険
料
、
保
育
料
、

住
宅
料
、
給
食
費
、
水
道
料
な
ど
合
計

26
の
料
金
等
で
可
能
と
な
る
。
事
務
手

数
料
は
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
手
数
料
と
同

額
の
１
税
目
等
に
付
き
60
円
と
な
る
。

(2)
人
口
規
模
の
小
さ
い
自
治
体
で
は
、

業
務
の
効
率
化
や
費
用
対
効
果
な
ど
を

十
分
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

(3)
納
付
書
に
領
収
印
が
押
印
さ
れ
な
い

た
め
、
誤
っ
て
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
し
て

し
ま
う
な
ど
の
重
複
納
付
の
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。
納
付
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
応
じ
た
納
付
環
境
を
整
備
し
、

利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
更
な

る
収
納
率
の
向
上
に
努
め
た
い
。

答問
商
工
会
や
観
光
物
産
協
会
、
金
融
機
関
と
連
携

し
、
町
内
企
業
の
経
営
安
定
の
支
援
に
努
め
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
備
え
、
町
内

経
済
へ
の
対
策
を
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長
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答問

町
税
、
保
険
料
、
保
育
料
な
ど
、

合
計
26
料
金
等
で
可
能
に
な
る

町
税
等
の
ス
マ
ホ
決
済
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の
導
入
範
囲
は
。
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スマホ決済（給食費）


